
令和５年度　産業成長戦略関連事業一覧

（単位：千円)

１　ポストコロナにおける成長の実現（重点テーマ） 10,441,505 3,949,388

（１）　GXの推進 1,859,587

① GXへの重点投資 408,843

エネルギー関連産業の創出・拡大 327,843

111,843

創エネ・蓄エネ技術開発支援事業費 111,843 エネルギー政策課

105,000

輸送・産業用燃料電池車両導入促進事業費助成 35,500 エネルギー政策課

次世代エネルギー産業構築支援事業費 69,500 エネルギー政策課

111,000

脱炭素社会に向けた地域の自立・分散型エネルギーシステム
構築事業費助成

111,000 エネルギー政策課

循環型のビジネスモデルへの転換 81,000

72,500

ふじのくにＣＮＦプロジェクト推進事業費 72,500 新産業集積課

8,500

環境ビジネス・ESG金融普及拡大事業費 8,500 くらし・環境部
（環境政策課）

② エネルギーの多様化と脱炭素化の推進 1,450,744

再生可能エネルギーの導入拡大 710,600

500,000

再生可能エネルギー導入促進緊急対策事業費助成 500,000 エネルギー政策課

210,600

地産エネルギー創出支援事業費 210,600 エネルギー政策課

企業の脱炭素化支援 697,774

630,774

中小企業脱炭素化推進事業費 35,000 商工振興課

脱炭素化実現推進事業費（うち省エネ補助等導入補助関連） 500,000 くらし・環境部
（環境政策課）

脱炭素化実現推進事業費（うち建築物ZEB化推進関連） 30,000 くらし・環境部
（環境政策課）

脱炭素化実現推進事業費（うち事業者省エネ診断関連） 1,980 くらし・環境部
（環境政策課）

中小企業等専門家派遣事業費（うち静岡県産業振興財団によ
る専門家派遣関連）

54,000 経営支援課

中小企業向け制度融資促進費助成（うち脱炭素化支援資金関
連）

9,794 商工金融課

水素エネルギー関連産業への参入支援

水素需要の創出

自立・分散型エネルギーシステムの構築

CNFによる循環経済の構築

環境ビジネスの普及・拡大

太陽光発電設備や蓄電池の導入拡大

地域資源を活用した再エネ導入促進

企業脱炭素化支援センターによる支援

区 分 事業名
Ｒ５当初予算

（案）
担当部局課

資料１
掲載

ページ

参考資料２
掲載

ページ

P.15

P.16

P.14

P.10

P.11

P.17

参考資料２

611,100千円の内

611,100千円の内

611,100千円の内

2,467,977千円の内

（企業立地補助関連除き）

77,700千円の内
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区 分 事業名
Ｒ５当初予算

（案）
担当部局課

資料１
掲載

ページ

参考資料２
掲載

ページ

67,000

ＥＶ・自動運転化等技術革新対応促進事業費(うち支援プラット
フォーム構築関連)

67,000 新産業集積課

産業分野におけるカーボンクレジット等の活用 42,370

3,500

ふじのくにカーボンクレジット創出支援事業費（うち農業分野関
連）

3,500 エネルギー政策課

3,500

ふじのくにカーボンクレジット創出支援事業費（うち森林分野関
連）

3,500 エネルギー政策課

20,370

新成長戦略研究費（うちブルーカーボンオフセット・クレジット制
度の申請を可能にする藻場現存量の簡易評価手法の開発研
究関連）

2,000 産業イノベーション推進課

水産業共同施設整備費助成（うち水産多面的機能発揮対策事
業関連）

820 水産振興課

水産業担い手育成推進事業費（うち水産業改良普及事業関
連） 

1,560 水産振興課

水産業共同施設整備費助成（うち沿岸漁場整備実証事業関
連）

13,780 水産振興課

水産・海洋技術研究所試験研究費（うち静岡特産海藻増養殖
研究関連）

2,000 水産振興課

水産・海洋技術研究所試験研究費（うち伊豆の豊かな海を守
る海藻移殖研究関連）

210 水産振興課

15,000

ふじのくにカーボンクレジット創出支援事業費（うち中小企業、
全分野関連） 

15,000 エネルギー政策課

（２）　DXの推進 1,238,690

① デジタルを活用した産業の新たな価値創出 480,390

オープンイノベーション・プラットフォームの強化 72,000

ふじのくにＩＣＴ人材育成事業費（うちイノベーション拠点の運営
関連）

60,500 産業イノベーション推進課

産業成長戦略推進事業費（うちしずおか産業創造プラット
フォーム関連）

11,500 産業政策課

41,500

ＥＶ・自動運転化等技術革新対応促進事業費（うちデジタルも
のづくり関連）

41,500 新産業集積課

231,890

マリンバイオ産業振興事業費（うち拠点形成関連） 231,890 産業イノベーション推進課

135,000

観光情報プラットフォーム活用事業費 70,000 スポーツ・文化観光部
（観光政策課）

観光デジタル化推進事業費 65,000 スポーツ・文化観光部
（観光政策課）

次世代自動車センター浜松による脱炭素経営の支援

農業分野における活用

森林分野における活用

海洋分野における活用

中小企業における活用

デジタルものづくりの支援体制強化

データ駆動型の研究開発の推進

データ活用で新たな観光の価値を生むＤＸの推進

P.17 P.11

P.20 P.13

P.18

P.12

P.19

210,000千円の内

27,000千円の内

27,000千円の内

210,000千円の内

５０,000千円の内

1,971千円の内

５０,000千円の内

64,650千円の内

64,650千円の内

27,000千円の内

145,700千円の内

25,920千円の内

318,000千円の内

210,000千円の内
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Ｒ５当初予算

（案）
担当部局課

資料１
掲載

ページ

参考資料２
掲載

ページ

② ものづくり現場へのデジタル実装推進 30,500

2,000

新成長戦略研究費（うち通常分新規課題解決関連） 2,000 産業イノベーション推進課

18,880

中小企業デジタル技術導入促進事業費（うちIoT推進ラボ関連
以外））

18,880 産業イノベーション推進課

9,620

中小企業デジタル技術導入促進事業費（うちＩｏＴ推進ラボ関
連）

9,620 産業イノベーション推進課

③ デジタルによる魅力ある地域づくり 727,800

727,800

浜名湖花博20周年記念事業開催事業費 727,800 農芸振興課

（３）　産業人材の確保・育成・リスキリング 7,343,228 851,111

① 先端的な知識と技術を持つ人材の確保・育成 300,154

60,500

ふじのくにＩＣＴ人材育成事業費（うちイノベーション拠点の運営
関連）【再掲】

60,500 産業イノベーション推進課

35,000

スタートアップ支援事業費（うちTECH BEAT Shizuoka関連） 35,000 産業イノベーション推進課

19,000

ふじのくにＩＣＴ人材育成事業費（うち県内企業の中核的デジタ
ル人材育成講座関連）

19,000 産業イノベーション推進課

51,730

デジタル化等促進職業訓練事業費 17,530 職業能力開発課

離職者のＩＴスキル向上支援事業費 33,000 職業能力開発課

技能の場力強化事業費（うちWAZAチャレンジ教室関連） 1,200 職業能力開発課

133,924

職業能力開発総合推進事業費（うち工科短期大学校等訓練関
連）

111,930 職業能力開発課

技能の場力強化事業費（うちものづくり体験関連） 11,994 産業イノベーション推進課

ふじのくにＩＣＴ人材育成事業費（うち次世代ＩＣＴ人材のプログ
ラミングスキル向上支援関連）

10,000 産業イノベーション推進課

② スタートアップ支援の体制拡充 85,600

50,600

スタートアップ支援事業費（うち大学発ベンチャー発掘・育成関
連以外）【再掲】

50,600 産業イノベーション推進課

35,000

スタートアップ支援事業費（うち大学発ベンチャー発掘・育成関
連）

35,000 産業イノベーション推進課

新たな課題解決のための分野横断型研究の促進

中小企業へのIoT・ロボット「実装支援」の強化

IoT拠点による導入支援の全県展開

花緑と先端技術の融合による「デジタル田園都市」の実現

イノベーション拠点の形成

トップレベル人材

中核的人材

全てのビジネスパーソン

次世代人材

スタートアップの交流・連携拡大

大学発ベンチャーの事業化支援

P.22

P.27 P.15

P.21 P.13

P.14

P.24

P.25

85,600千円の内

85,600千円の内

85,600千円の内

（企業立地補助関連除き）

210,000千円の内

28,500千円の内

145,700千円の内

23,700千円の内

258,800千円の内

23,700千円の内

145,700千円の内

145,700千円の内

28,500千円の内
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区 分 事業名
Ｒ５当初予算

（案）
担当部局課

資料１
掲載

ページ

参考資料２
掲載

ページ

③ 多様な人材と働く場の環境整備 6,957,474

36,800

多様な働き方導入推進事業費 36,800 労働雇用政策課

152,452

地域企業人材確保事業費 93,500 労働雇用政策課

雇用対策総合推進事業費 11,252 労働雇用政策課

「30歳になったら静岡県！」応援事業費 19,700 労働雇用政策課

ふるさととつながる「ふじのくにパスポート」事業費 28,000 労働雇用政策課

196,505

女性役職者育成セミナー事業費 3,400 労働雇用政策課

高齢者新規就業支援事業費 20,000 労働雇用政策課

障害者雇用促進関連事業 117,605 労働雇用政策課

海外高度人材活躍支援事業費 33,000 労働雇用政策課

定住外国人正社員就労促進事業費 3,000 労働雇用政策課

外国人技能者育成支援事業費 9,300 労働雇用政策課

定住外国人職業能力開発推進事業費 10,200 労働雇用政策課

6,571,717

ふじのくにＩＣＴ人材育成事業費（うちＩCT関連産業立地事業費
補助金関連）

46,000 産業イノベーション推進課

ふじのくにＩＣＴ人材育成事業費（うちＩＣＴ企業誘致強化関連） 3,000 産業イノベーション推進課

多彩なライフスタイル創出環境づくり強化事業費（うち進出企
業支援助成関連）

30,600
知事直轄組織
（総合政策課）

新規産業立地事業費助成 5,100,000 企業立地推進課

地域産業立地事業費助成 1,300,000 企業立地推進課

工業用地安定供給促進事業費助成 57,000 企業立地推進課

企業立地促進強化事業費 25,117 企業立地推進課

実証フィールド調査事業費 10,000 企業立地推進課

多様な働き方を選択できる環境の整備

若者のUIターン就職支援

多様な人材の活躍支援

企業誘致を通じた就業拡大

P.28 P.15

P.29 P.16

50,500千円の内

145,700千円の内

145,700千円の内
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区 分 事業名
Ｒ５当初予算

（案）
担当部局課

資料１
掲載

ページ

参考資料２
掲載

ページ

２　持続可能な地域経済の実現 11,726,206

9,461,517

2,916,900

プロジェクト間の連携による新たな価値の創出 108,000

60,500 産業イノベーション推進課

11,500 産業政策課

1,000 産業政策課

35,000 新産業集積課

本県経済を牽引する可能性のある企業への集中支援 8,670

8,670 産業政策課

317,700

231,000 新産業集積課

25,000 新産業集積課

31,100 新産業集積課

30,600 新産業集積課

フーズ・ヘルスケアオープンイノベーションプロジェクト 178,600

143,000 新産業集積課

35,600 新産業集積課

フォトンバレープロジェクト 100,800

93,000 新産業集積課

7,800 新産業集積課

自動車産業の電動化・デジタル化 219,400

67,000 新産業集積課

41,500 新産業集積課

110,900 新産業集積課

航空宇宙産業への参入支援 70,000

70,000 新産業集積課

ふじのくにCNFプロジェクト 81,500

72,500 新産業集積課

9,000 新産業集積課

（１）　国内外市場での競争・成長を目指す取組への支援
（スケールアップ型）

本県経済を強力に牽引するリーディング産業の育成

ふじのくにＩＣＴ人材育成事業費（うちイノベーション拠点の運営関
連）　【再掲】

産業成長戦略推進事業費（うちオープンイノベーションプラット
フォーム関連）【再掲】

産業成長戦略推進事業費（うち先端産業創出プロジェクト連携
関連）

リーディング産業育成事業費助成（うち先端産業創出プロジェク
ト連携関連）

産業成長戦略推進事業費（うちオープンイノベーション静岡運営
関連）

ファルマバレープロジェクト

ファルマバレープロジェクト推進事業費

医療田園都市構想推進事業費

リーディング産業育成事業費助成（うちファルマバレープロジェク
ト関連）

先進医薬普及促進事業費

フーズ・ヘルスケアプロジェクト推進事業費 

リーディング産業育成事業費助成（うちフーズ・ヘルスケアオー
プンイノベーションプロジェクト関連）

フォトンバレープロジェクト推進事業費

リーディング産業育成事業費助成（うちフォトンバレープロジェク
ト関連）

ＥＶ・自動運転化等技術革新対応促進事業費（うち支援ﾌﾟﾗｯﾄ
ﾌｫｰﾑ構築関連）【再掲】

ＥＶ・自動運転化等技術革新対応促進事業費（うちデジタルもの
づくり関連）【再掲】

リーディング産業育成事業費助成（うちEV関連）

静岡型航空産業育成事業費助成　

ふじのくにＣＮＦプロジェクト推進事業費　【再掲】

リーディング産業育成事業費助成（うち新成長分野（CNF)関連）

P.32

P.33

P.34

P.35

P.31 P.16

P.17

P.18

916,000千円の内

25,920千円の内

25,920千円の内

145,700千円の内

25,920千円の内

916,000千円の内

916,000千円の内

916,000千円の内

210,000千円の内

210,000千円の内

916,000千円の内

916,000千円の内

5



区 分 事業名
Ｒ５当初予算

（案）
担当部局課

資料１
掲載

ページ

参考資料２
掲載

ページ

ＡＯＩプロジェクト 477,630

195,000 農業戦略課

38,900 農業戦略課

24,000 農業戦略課

67,000 農業戦略課

83,600 農業戦略課

1,430 農業戦略課

67,700 農業戦略課

ＣｈａＯＩプロジェクト 705,700

159,300 お茶振興課

農林技術研究所茶業研究センター施設整備事業費 493,000 農業戦略課

48,500 新産業集積課

4,900 農業戦略課

FAOIプロジェクト 136,400

110,000 森林計画課

26,400 森林計画課

MaOIプロジェクト 377,500

231,890 産業イノベーション推進課

62,610 産業イノベーション推進課

59,500 新産業集積課

23,500 産業イノベーション推進課

デジタルの力を活用した魅力ある観光地域づくり 135,000

70,000 スポーツ・文化観光部
（観光政策課）

65,000 スポーツ・文化観光部
（観光政策課）

6,544,617

ターゲットを絞った企業誘致活動 6,492,117

5,100,000 企業立地推進課

1,300,000 企業立地推進課

57,000 企業立地推進課

25,117 企業立地推進課

10,000 企業立地推進課

先端農業プロジェクト推進事業費

次世代栽培研究拠点研究費

次世代施設園芸デジタル化支援事業費助成

スマート農業実装化支援事業費

先端農業推進拠点庁舎管理費

次世代栽培研究拠点管理運営費

リーディング産業育成事業費助成（うちＡＯＩプロジェクト関連）

ChaOIプロジェクト推進事業費 

リーディング産業育成事業費助成（うちChaOIプロジェクト関連） 

農林畜産技術研究所庁舎管理費（うちChaOIファクトリー関連）

ＦＡＯＩプロジェクト推進事業費 

森林・林業再生事業費

マリンバイオ産業振興事業費（うち拠点形成関連）【再掲】

マリンバイオ産業振興事業費（うち研究開発支援関連） 

リーディング産業育成事業費助成（うちMaOIプロジェクト関連）

マリンバイオ産業振興事業費（うち美しく豊かな静岡の海を未来
につなぐ会関連）

観光情報プラットフォーム活用事業費　【再掲】

観光デジタル化推進事業費　【再掲】

企業誘致・定着の促進

新規産業立地事業費助成　【再掲】

地域産業立地事業費助成　【再掲】

工業用地安定供給促進事業費助成　【再掲】

企業立地促進強化事業費　【再掲】

実証フィールド調査事業費　【再掲】

P.38

P.36

P.19

P.37

P.20

P.39 P21

916,000千円の内

177,652千円の内

316,000千円の内

316,000千円の内

916,000千円の内

316,000千円の内

916,000千円の内
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区 分 事業名
Ｒ５当初予算

（案）
担当部局課

資料１
掲載

ページ

参考資料２
掲載

ページ

ICT企業誘致 49,000

46,000 産業イノベーション推進課

3,000 産業イノベーション推進課

地域未来投資促進法の活用促進 3,500

3,500 産業政策課

2,264,689

821,322

新たな事業展開・経営革新への取組支援 470,609

200,000 商工振興課

250,000 経営支援課

20,609 商工金融課

伴走支援体制の強化 77,700

77,700 経営支援課

サービス産業の生産性向上 6,320

6,320 商工振興課

デザイン活用の推進 13,700

13,700 地域産業課

地場産品の魅力発信 8,000

8,000 地域産業課

デジタルを活用した魅力ある個店づくり推進 8,400

7,800 地域産業課

600 地域産業課

地域密着型創業の支援 104,000

104,000 商工振興課

商店街の空き店舗活用支援 4,500

4,500 地域産業課

事業承継への支援 30,497

15,000 経営支援課

5,497 商工金融課

10,000 商工金融課

ふじのくにＩＣＴ人材育成事業費（うちＩCT関連産業立地事業費補
助金関連）【再掲】

ふじのくにＩＣＴ人材育成事業費（うちＩＣＴ企業誘致強化関連）　
【再掲】

産業成長戦略推進事業費（うち地域未来投資促進法関連）

（２）　地域経済における持続的成長を目指す取組への支援
（パワーアップ型）

中小企業の付加価値向上と地域課題への取組推進

中小企業等新事業展開促進事業費助成

経営革新計画促進事業費助成

中小企業向制度融資促進費助成（うち「経営革新等貸付」関連）

中小企業等専門家派遣事業費

サービス産業活性化支援事業費

デザイン活用推進事業費 

地場産品魅力発信事業費

魅力ある個店づくり推進事業費

店舗のデジタル化サポート事業費

地域創業支援事業費助成

地域商業機能複合化推進事業費助成

事業承継推進事業費

中小企業向制度融資促進費助成（うち「事業承継資金」関連）

中小企業保証支援事業費助成（うち事業承継促進保証支援事
業関連）

P.39

P.43

P.44 P.23

P.21

P.41

P.42

P.22

22,920千円の内

8,467,977千円の内

145,700千円の内

145,700千円の内

8,467,977千円の内

8,467,977千円の内
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区 分 事業名
Ｒ５当初予算

（案）
担当部局課

資料１
掲載

ページ

参考資料２
掲載

ページ

BCPの普及促進 7,400

7,400 経営支援課

経営安定化に向けた資金繰り支援 90,196

80,402 商工金融課

9,794 商工金融課

域内での消費拡大と域外需要の取り込み 745,897

首都圏への販路開拓と流通体制の構築 5,000

5,000 マーケティング課

「バイ・山の洲」の取組推進による生産と消費の好循環の創出 55,000

55,000 マーケティング課

「山の洲」における県産水産物の販路拡大 1,000

1,000 水産振興課

需要に応じた生産・商品開発の推進 13,880

13,880 マーケティング課

マーケットインによる「輸出産地」の形成 323,420

290,320 マーケティング課

33,100 マーケティング課

輸出物流拠点化・輸出支援体制の強化 15,500

5,000 マーケティング課

10,500 マーケティング課

豊かで広い暮らし空間の実現 128,097

100,000 くらし・環境部
（住まいづくり課）

13,397 くらし・環境部
（住まいづくり課）

11,700 くらし・環境部
（住まいづくり課）

3,000 くらし・環境部
（住まいづくり課）

住宅や店舗への県産木材の活用 200,000

200,000 林業振興課

「静岡の家具」の振興 4,000

4,000 地域産業課

ＢＣＰ緊急普及促進事業費助成

中小企業向制度融資促進費助成（うち新型コロナウイルス感染
症関連３資金関連）

中小企業向制度融資促進費助成（うち経済変動対策貸付（原
油・原材料高対応枠）関連）

農芸品供給拡大緊急対策事業費（うち実証試験関連）

新たな地域経済圏における販路開拓事業費 

新たな流通体制の構築による水産物の魅力向上事業費（うち山
の洲流通実証関連） 

県産品国内販路開拓支援事業費 （うち県産品のブランド価値向
上の取組関連）

県産品輸出促進事業費（うち清水港の輸出拠点化関連以外）

県産品輸出促進機能形成事業費（うち清水港の輸出拠点化関
連以外）

県産品輸出促進機能形成事業費（うち清水港の輸出拠点化関
連）

県産品輸出促進事業費（うち清水港の輸出拠点化関連）

ふじのくにライフスタイル創出住宅リフォーム事業費助成

空き家活用促進事業費

豊かな暮らし空間創生事業費

「プラスＯの住まい」推進事業費

住んでよししずおか木の家推進事業費助成

「静岡の家具」認知度向上推進事業費

P.44

P.46

P.23

P.45

P.24

P.47

197,000千円の内

2,960千円の内

24,500千円の内

308,200千円の内

38,100千円の内

308,200千円の内

38,100千円の内
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区 分 事業名
Ｒ５当初予算

（案）
担当部局課

資料１
掲載

ページ

参考資料２
掲載

ページ

697,470

ガストロノミーツーリズムの推進 60,000

60,000
スポーツ・文化観光部
（観光政策課）

歴史・文化資源を活かした誘客促進 118,000

118,000
スポーツ・文化観光部
（観光振興課）

本格化するインバウンド需要の取り込み 214,500

105,000
スポーツ・文化観光部
（観光振興課）

29,000
スポーツ・文化観光部
（観光振興課）

10,000
スポーツ・文化観光部
（観光振興課）

17,500
スポーツ・文化観光部
（観光振興課）

53,000
スポーツ・文化観光部
（観光振興課）

安全・安心な旅行の提供 127,000

10,000
スポーツ・文化観光部
（観光政策課）

117,000
スポーツ・文化観光部
（観光振興課）

「食材の王国」の魅力活用 68,970

63,500 マーケティング課

5,470 マーケティング課

美しく活力ある農村の創造 9,000

9,000 農地保全課

伊豆ヘルスケア温泉イノベーション（ICOI）プロジェクト 100,000

100,000 新産業集積課

地域の魅力を活かしたブランド力強化

ガストロノミーツーリズム推進事業費

歴史・文化資源を活用した広域連携事業費

インバウンド推進事業費

教育旅行推進事業費（うちインバウンド関連）

駿河湾フェリー利活用促進事業（うちインバウンド関連）

歴史・文化資源を活用した広域連携事業費（うちインバウンド関
連）  【再掲】

誘客推進事業費助成（うち海外誘客関連）

県内宿泊旅行等促進事業費（うち安全・安心認証関連）

県内宿泊旅行等促進事業費（うち旅行促進関連）

「食の都」づくり推進事業費 

農山漁村発イノベーション推進事業費（うち付加価値向上等支
援関連）

ふじのくに美しく品格のある邑づくり推進事業費（うち農村サステ
ナブルフォーラム、農村連携促進支援関連）

伊豆ヘルスケア温泉イノベーション推進事業費

P.48

P.50

P.51

P.25

P.49

P.26

113,470千円の内

32,800千円の内

79,000千円の内

210,100千円の内

109,000千円の内

127,000千円の内

127,000千円の内

118,,000千円の内
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【事業概要】 
１　ポストコロナにおける成長の実現（重点テーマ）

（１）GXの推進

　　① GXへの重点投資（エネルギー関連産業の創出・拡大）　P.14

【水素エネルギー関連産業への参入支援】

　ア　脱炭素社会に向けた地域の自立・分散型エネルギーシステム構築事業費助成 【R5当初 １億1,100万円】

　　　再エネ等を活用した地域の自立・分散型エネルギーシステムの構築を目指す民間事業者が行うハード整備を支援

　　　・補助対象：再エネ設備、自営線、VPPシステム等　　・補助率：1/9

　　　・上限額：２年で１億6,600万円

 

　ア　創エネ・蓄エネ技術開発支援事業費 【R5当初 １億1,184.3万円】

    　産学官金の連携により、再生可能エネルギーや蓄電池等の創エネ・蓄エネに関する技術開発や実用化を促進し、　

　　地域企業によるエネルギー関連事業への参入促進やエネルギーを軸とした新たな次世代産業を創出

　　　・講演会、ビジネスマッチング交流会、視察会の開催　等　

　　　・コーディネーターや水素アドバイザーによる支援

　　　・技術開発・実証試験の必要経費に対する助成　補助率：10/10、上限額：１億円

　
【水素需要の創出】【関連事業費計：１憶500万円】

　ア　輸送・産業用燃料電池車両導入促進事業費助成 【R5当初 3,550万円】

　　　運輸部門の脱炭素化に向けた水素エネルギーの利用拡大を図るため、燃料電池バス導入に対する助成制度を創設

　　　・補助先：民間事業者、補助率：1/6、上限額：1,925万円／台　

　イ　次世代エネルギー産業構築支援事業費 【R5当初 6,950万円】

　 　　次世代エネルギーとして期待される水素エネルギーを活用した産業の構築を支援

　　　 ・県内に水素ステーションを整備する事業者に整備費の一部を補助

　　　 　補助対象：国の補助対象となる水素ステーション　　　補助率：1/6、上限額：１億円

　　　 ・水素エネルギーに関する基礎知識の習得を目的とした出前教室を県内小学校で実施

　　　 ・水素エネルギービジネスへの参入を希望する企業・大学等による検討会を実施

【自立・分散型エネルギーシステムの構築】

【事業概要】 
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　ア　ふじのくにＣＮＦプロジェクト推進事業費　【R5当初 7,250万円】

　       カーボンニュートラル・資源循環を実現する素材として注目されているＣＮＦ（セルロースナノファイバー）の

     自動車部材への産業応用を目的に、産学官で令和４年に設置した研究会からの提言を踏まえ、完成車メーカー等と

     連携した自動車部品の試作やリサイクルの検証を行い、循環経済における新しいビジネスモデルの構築を推進

　　　

　

　 

　ア　環境ビジネス・ESG金融普及拡大事業費 【R5当初 850万円】

　　〔静岡県SDGsビジネスアワードの開催〕

　　　・ビジネスプランの募集、優良プランのメンタリング、成果発表及び表彰式の開催

　　　・プロモーション動画の作成

　　〔SDGs・ESGセミナーの開催〕

　　　・有識者による基調講演、県内外の環境ビジネス優良事例の紹介

　　　・県による支援制度の紹介

　 

１　ポストコロナにおける成長の実現（重点テーマ）

（１）GXの推進

　　① GXへの重点投資（循環型のビジネスモデルへの転換）　P.15

【CNFによる循環経済の構築】

【環境ビジネスの普及・拡大】



【事業概要】 

１　ポストコロナにおける成長の実現（重点テーマ）

（１） GXの推進

　　② エネルギーの多様化と脱炭素化の推進（再生可能エネルギーの導入拡大）　P.16

【太陽光発電設備や蓄電池の導入拡大】

　ア　地産エネルギー創出支援事業費 【R5当初 ２億1,060万円】

　 　 事業者が行う小水力、バイオマス等の利活用設備導入に対する支援や、未来のエネルギー推進会議の開催に

    より、県内産業・経済を支える多様な地産エネルギー源の導入を支援

　　 ・地域資源（小水力、バイオマス、温泉エネルギー）を活用した多様な再生可能エネルギーの導入に係る可能性

　　 　調査や設備導入に要する費用の一部を補助

　　 　補助対象：小水力、バイオマス、温泉エネルギーによる発電・熱利用設備

　　　 補助率：地域循環共生圏･･･1/3 → 1/2（拡充）　その他の地域･･･1/4　上限額：1億9,500万円ほか

　　 ・未来のエネルギー推進会議による「ふじのくにエネルギー総合戦略」の進捗管理・見直し

　ア　再生可能エネルギー導入促進緊急対策事業費助成 【R5当初 ５億円】

　 　　エネルギー価格高騰の影響を受ける事業者の事業継続を支援するとともに、再エネ導入を促進し脱炭素化を

　　 進めるため、太陽光発電設備や蓄電池の導入に対する助成制度を創設

　　 ・補助先：県内事業者（法人、個人事業主）　

　　＜自己所有＞

　　 ・補助対象：太陽光発電設備、蓄電池

　　 ・補助率等：太陽光発電設備･･･40千円/kW（定額）　蓄電池･･･1/3（上限63千円/kWh　ほか）

　　＜ＰＰＡ＞

　　 ・補助対象：蓄電池　　・補助率等：1/3（上限63千円/kWh　ほか）

【地域資源を活用した再エネ導入支援】

　

【事業概要】 

１　ポストコロナにおける成長の実現（重点テーマ）

（１）GXの推進

　　② エネルギーの多様化と脱炭素化の推進（企業の脱炭素化支援）　 P.17

　ア　中小企業脱炭素化推進事業費【R5当初 3,500万円】

   　 脱炭素化や省エネへの取組が遅れている中小企業に対する支援体制を構築し、温室効果ガス排出削減の取組を促進

      ・企業脱炭素化支援センターの運営、中小企業の取組調査・セミナー、ワンストップ相談窓口（アドバイザー２名）

　イ　脱炭素化実現推進事業費（うち省エネ補助等導入補助関連）【R5当初 ５億円】

　    中小企業の脱炭素経営の取組を支援

　   ・補助率（通常枠）1/3（上限200万円）（特別枠）2/3（上限600万円）・対象設備：省エネ・機械設備（LED単独可）

　ウ　脱炭素化実現推進事業費（うち建築物ZEB化推進関連）【R5当初 3,000万円】

 　   建築物ZEB化の導入検討費用の支援

　   ・補助率：設計等ZEB上乗せ分の1/2　・上限額：230万円 ほか

　エ　脱炭素化実現推進事業費（うち事業者省エネ診断関連）【R5当初 198万円】

 　   中小企業等への省エネ支援員の派遣（上限２回）

　オ　中小企業等専門家派遣事業費（うち静岡県産業振興財団による専門家派遣関連）【R5当初 5,400万円】

 　   独自技術・サービスの開発や新事業の展開等を目指す中小企業を支援するため、産業振興財団・商工会・商工

    会議所が窓口となり、専門家派遣を実施

  カ　中小企業向け制度融資促進費助成（うち脱炭素化支援資金関連）【R5当初 979.4万円】

 　

　　　

　

　ア　ＥＶ・自動運転化等技術革新対応促進事業費(うち支援プラットフォーム構築関連) 【R5当初 6,700万円】

　 　  次世代自動車センター浜松により地域企業の脱炭素経営への移行を重点的に支援

　　　 ・完成車メーカーの講師等による脱炭素の国際標準（ＳＣＯＰＥ３等）への対応や、中小部品メーカーの先進

         取組事例に関するセミナーを開催

　　　 ・自動車専門のコーディネーターの企業訪問により、自社の事業活動におけるＣＯ２排出量や脱炭素化に向け

         た課題を把握し、伴走型支援を実施

　　　 ・製造工程におけるＣＯ２削減工法の開発を行う中小企業を支援
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【企業脱炭素化支援センターによる支援】【関連事業費計：６億3,077万円】

【次世代自動車センター浜松による脱炭素経営の支援】



【事業概要】 

１　ポストコロナにおける成長の実現（重点テーマ）

（１）GXの推進

　  ② エネルギーの多様化と脱炭素化の推進（産業分野におけるカーボンクレジット等の活用）　P.18

【農業分野における活用】

【中小企業における活用】

【森林分野における活用】

【海洋分野における活用】【関連事業費計：2,037万円】

　ア　ふじのくにカーボンクレジット創出支援事業費（うち農業分野関連） 【R5当初 350万円】

　      農業分野：茶草場農法のカーボンクレジット認証に向けた可能性調査

　 

　ア　ふじのくにカーボンクレジット創出支援事業費（うち森林分野関連） 【R5当初 350万円】

　      森林分野：県営林でのクレジット認証取得、認証取得の普及、技術支援

 
　ア　新成長戦略研究費（うちブルーカーボンオフセット・クレジット制度の申請を可能にする藻場現　　　

　　　存量の簡易評価手法の開発研究関連）【R5当初 200万円】
　 　 藻場面積、海藻の単位面積あたり湿重量の簡易測定手法の開発
　イ　水産業共同施設整備費助成（うち水産多面的機能発揮対策事業関連）【R5当初 82万円】
　 　 榛南磯焼け対策活動協議会、南伊豆伊浜藻場保全協議会に対し助成

　ウ　水産業担い手育成推進事業費（うち水産業改良普及事業関連） 【R5当初 156万円】
　 　 水産業普及指導員（水技研に配置）による情報収集、活動の指導、申請支援等
　エ　水産業共同施設整備費助成（うち沿岸漁場整備実証事業関連）【R5当初 1,378万円】

　 　 サガラメ藻場復活のための生分解性移植基盤を活用したサガラメ種苗移植（基盤1,000基を潜水作業により設置）
　オ　水産・海洋技術研究所試験研究費（うち静岡特産海藻増養殖研究関連） 【R5当初 200万円】
　 　 サガラメ種苗の移植後の定着率を向上させる技術開発 ＝ サガラメ仮根の伸長促進技術開発
　カ　水産・海洋技術研究所試験研究費（うち伊豆の豊かな海を守る海藻移殖研究関連） 【R5当初 21万円】

　 　 伊豆地域における磯焼けの現状と原因の分析、並びに海藻移殖による藻場回復技術の開発

      

　 

　ア　ふじのくにカーボンクレジット創出支援事業費（うち中小企業、全分野関連） 【R5当初 1,500万円】

　　  ・中小企業分野：ＰＰＡ太陽光発電によるクレジット創出モデル作成

　　  ・全分野：クレジット認証の登録申請支援（登録申請アドバイザー派遣、審査費用の支援）

【事業概要】 
１　ポストコロナにおける成長の実現（重点テーマ）

（２）DXの推進

　　① デジタルを活用した産業の新たな価値創出　P.19

【オープンイノベーション・プラットフォームの強化】【関連事業費計：7,200万円】

  ア　ふじのくにＩＣＴ人材育成事業費（うちイノベーション拠点の運営関連）【R5当初 6,050万円】 

      大学等と連携したトップレベルＩＣＴ人材育成講座、イノベーション拠点「ＳＨＩＰ」の運営

  イ　産業成長戦略推進事業費（うちしずおか産業創造プラットフォーム関連）【R5当初 1,150万円】

      企業参加型オンラインコミュニティ しずおか産業創造プラットフォームの運営・活性化業務

   
【デジタルものづくりの支援体制強化】

　ア　ＥＶ・自動運転化等技術革新対応促進事業費（うちデジタルものづくり関連）【R5当初 4,150万円】

・浜松工業技術支援センターに設計シミュレーションソフトを整備し、中小企業のデジタル化を推進

・既存機器及び浜工技の研究員の技術指導を活用した企画・設計から成形加工、評価計測まで一貫した支援に
  より、中小企業の軽量化部品等の高付加価値部品の開発や提案力を強化
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【事業概要】 
１　ポストコロナにおける成長の実現（重点テーマ）

（２）DXの推進

　　① デジタルを活用した産業の新たな価値創出　P.20

【データ駆動型の研究開発の推進】

  ア　マリンバイオ産業振興事業費（うち拠点形成関連） 【R5当初 ２億3,189万円】
　　　・会員ネットワーク組織「ＭａＯＩフォーラム」の運営

　　　　（セミナー等の開催、情報発信、ブルーエコノミー研究会　ほか）

　　　・プロジェクト推進機関「ＭａＯＩ機構」の運営

　　　　（コーディネーター、プロデューサー（研究員）等の人件費、活動費　ほか）

　 　　・駿河湾等の海洋のデータを蓄積・活用するデータプラットフォーム「ＢＩＳＨＯＰ」の整備・発展

　　　　 ① 他機関とのデータ連携基盤、連携フロー整備 

　　　　 ② ニーズ調査、社会課題整理 

　　　　 ③ データ利活用方策検討　　等

【データ活用で新たな観光の価値を生むDXの推進】【関連事業費計：１億3,500万円】

　ア　観光情報プラットフォーム活用事業費 【R5当初 7,000万円】

　 　　旅行者の利便性向上や旅行商品開発促進のため、観光情報や旅行者の属性等を収集し、利活用できる観光デジタル

　　情報プラットフォームを運用・活用

　　　・観光DX推進のための新たな技術の導入

　　　・県内市町等に対して、データサイエンティストによる観光事業施策に関するコンサルティングを実施

　イ　観光デジタル化推進事業費 【R5当初 6,500万円】

　 　　観光アプリTIPSを活用した旅行者の県内周遊を促進

　　　・地域通貨機能を活用した県内周遊促進イベントの実施

　　　・プラットフォームのデータを利用したサービスを提供する観光アプリ等の開発を支援

　　　　（補助率1/3、上限額200万円）

　 

【事業概要】 
１　ポストコロナにおける成長の実現（重点テーマ）

（２）DXの推進

　　② ものづくり現場へのデジタル実装推進　P.21

【新たな課題解決のための分野横断型研究の促進】

【中小企業へのIoT・ロボット「実装支援」の強化】

【IoT拠点による導入支援の全県展開】

　ア　新成長戦略研究費（うち通常分新規課題解決関連） 【R5当初 200万円】

　　　産学官連携により新たな課題解決のためのワークショップ開催

　ア　中小企業デジタル技術導入促進事業費（うちIoT推進ラボ関連以外） 【R5当初 1,888万円】

　  （デジタル技術普及啓発）

　　　・ロボットSIer協会のイベントと連携したセミナー、展示を実施

　　（IoT企業人材の育成を支援）

　　  ・静岡大学と連携した「IoT大学連携講座」を静岡、沼津、浜松のIoT推進ラボで開催

　　  ・IoT技術に関する座学＋IoT実機を用いた演習、現場実装、成果発表

　　（現場実装支援の充実）

　　  ・IoT、ロボットアドバイザーを製造現場に派遣し、現場のIoT導入の診断、提案及び検証を実施

　　  ・デジタル技術を提供するベンダー企業(IoTサポートカンパニー等)とのマッチング支援

  　（中小企業のロボット導入を支援）

　　　・ロボットシステムインテグレータ（SIer）研修（基礎：20人）

　　  ・ロボット導入の事前検証、事業化可能性調査に係る助成（補助率1/2、上限50万円）

　ア　中小企業デジタル技術導入促進事業費（うちIoT推進ラボ関連） 【R5当初 962万円】

　　 （静岡県IoT推進ラボの運営）

　　　 ・静岡、沼津、浜松の３か所に静岡県IoT推進ラボを設置

　　　 ・拠点間をオンラインで接続し、遠隔モニタリング、遠隔操作を実体験

　　　 ・毎年公募により、静岡、沼津、浜松のIoT推進ラボに最新のIoT機器を展示、情報提供

　　 　・IoT機器を使った実習による県内企業の人材育成

13



【事業概要】 
１　ポストコロナにおける成長の実現（重点テーマ）

（２）DXの推進

　　③ デジタルによる魅力ある地域づくり　P.22

【花緑と先端技術の融合による「デジタル田園都市」の実現】

  ア　浜名湖花博20周年記念事業開催事業費 【R5当初 7億2,780万円】

　　　・令和６年春の「浜名湖花博20周年記念事業」開催に向けた、ガーデンパーク会場整備、企業出展調整等の開催

　　　　準備を推進

　　　・プレイベント開催等を通じた花博20周年の機運醸成、本県の花・庭文化等の情報発信

（３）産業人材の確保・育成・リスキリング

　　① 先端的な知識と技術を持つ人材の確保・育成　P.24

【イノベーション拠点の形成】

  ア　ふじのくにＩＣＴ人材育成事業費（うちイノベーション拠点の運営関連）【R5当初 6,050万円】 [再掲] 

       大学等と連携したトップレベルＩＣＴ人材育成講座、イノベーション拠点「ＳＨＩＰ」の運営

【トップレベル人材】

  ア　スタートアップ支援事業費（うちTECH BEAT Shizuoka関連）【R5当初 3,500万円】 

       首都圏等のスタートアップ企業と県内企業とのマッチング

【中核的人材】

  ア　ふじのくにＩＣＴ人材育成事業費（うち県内企業の中核的デジタル人材育成講座関連）【R5当初 1,900万円】

　　   エンジニアリング、データ／ＡＩサイエンス、サービス開発（ビジネス）のコース別のＩＣＴ人材育成講座

【事業概要】 
１　ポストコロナにおける成長の実現（重点テーマ）

（３）産業人材の確保・育成・リスキリング

　　① 先端的な知識と技術を持つ人材の確保・育成　P.25

【全てのビジネスパーソン】【関連事業費計：5,173万円】

　ア　デジタル化等促進職業訓練事業費 【R5当初 1,753万円】

　   　デジタル化等の技術革新に対応するため、３次元ＣＡＤ設計、ＩｏＴ活用技術、協働ロボットの導入・

　　　活用などの在職者訓練を実施

　　　・定員　R4年度：715人　→　R5年度：918人　　

　イ　離職者のＩＴスキル向上支援事業費 【R5当初 3,300万円】

　 　　出産・子育て等で離職した人に対し、自宅でも受講できるオンライン講座を実施

　ウ　技能の場力強化事業費（うちWAZAチャレンジ教室関連）【R5当初　1,200千円】

　　　・学齢期の子ども達が技能士の指導のもとで一つのものを作り上げる体験教室「WAZAチャレンジ教室」を実施

　　　・デジタル技術を用いたものづくりへの興味・関心を高めるため、電子工作体験を追加

　
【次世代人材】【関連事業費計：１億3,392万円】

  ア　職業能力開発総合推進事業費（うち工科短期大学校等訓練関連） 【R5当初 1億1,193万円】）

　 　　職業能力開発施設において若年者向け訓練を実施

　　　・工科短期大学校　静岡キャンパス・沼津キャンパス）［２年制]

　イ　技能の場力強化事業費（うちものづくり体験関連）【R5当初 1,199.4万円】

　　　・次世代のデジタル人材育成のため、新たに電子技術を用いた政策体験教室（デジチャレンジ教室）を創設

　ウ　ふじのくにＩＣＴ人材育成事業費（うち次世代ＩＣＴ人材のプログラミングスキル向上支援関連）【R5当初 1,000万円】

　　  プログラミングコンテストを中心とした事業を展開し、将来の本県産業を担う次世代人材を育成
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【事業概要】 
１　ポストコロナにおける成長の実現（重点テーマ）

（３）産業人材の確保・育成・リスキリング

　　② スタートアップ支援の体制拡充　P.27

【スタートアップの交流・連携拡大】

【大学発ベンチャーの事業化支援】

　ア　スタートアップ支援事業費（うち大学発ベンチャー発掘・育成関連以外） 【R5当初 5,060万円】【再掲】

　   　経済成長の原動力となるスタートアップ企業を支援

　　　・基本戦略の策定、イノベーション拠点「SHIP」を活用した連携交流促進、インキュベートセンターの運営ほか　

　ア　スタートアップ支援事業費（うち大学発ベンチャー発掘・育成関連） 【R5当初 3,500万円】

　   　大学発ベンチャーを継続的に創出する体制を強化するとともに、シード・アクセラレーターやコーディネーターを
　　活用して事業化の加速を支援

　　　・発掘・育成の体制強化

　　　・共同創業型大学発ベンチャーの誘発

　　　・試作品の製作や市場テスト等に係る経費の助成

　　　　補助率：10/10、上限：500万円　

【事業概要】 
１　ポストコロナにおける成長の実現（重点テーマ）

（３）産業人材の確保・育成・リスキリング

　　③ 多様な人材と働く場の環境整備　P.28

【多様な働き方を選択できる環境の整備】

【若者のUIターン就職支援】【関連事業費計：１億5,245万円】

【多様な人材の活躍支援】【関連事業費計：１億9,651万円】

　ア　多様な働き方導入推進事業費【R5当初 3,680万円】

　　　・テレワークの実施をサポートする専門家派遣の拡充等によるテレワーク導入・定着支援強化
　　　・テーマ別、業種別に効果、先進事例を紹介し、経営者の意識改革を図るセミナーの開催、アドバイザーの派遣

　ア　地域企業人材確保事業費【R5当初 9,350万円】
　　　・Ｕ・Ｉターン就職サポートセンターの設置、インターンシップ導入セミナー、マッチング会、交流会・相談会開催
　イ　雇用対策総合推進事業費【R5当初 1,125.2万円】
　　　・「しずおか就職net」改修による、学生等求職者のニーズに合致した企業情報の発信強化等
　ウ　「30歳になったら静岡県！」応援事業費 【R5当初 1,970万円】
      ・「30歳になったら静岡県！」をキャッチフレーズとした情報発信
　エ　ふるさととつながる「ふじのくにパスポート」事業費【R5当初 2,800万円】
      ・学生の学生目線による県内企業情報の発信、「ふじのくにパスポート」を活用した情報発信
　　　・大学１・２年生を対象とした企業の課題解決型プログラム、企業研究会等の取組

　ア　女性役職者育成セミナー事業費【R5当初 340万円】
      ・女性自身の意欲・能力向上、上司・経営者等の意識改革を図るセミナーの開催
　イ　高齢者新規就業支援事業費【R5当初 2,000万円】
      ・高齢者雇用推進コーディネーターによる勤労意欲の高い高齢者の掘り起こし、企業とのマッチング支援
　ウ　障害者雇用促進関連事業【R5当初 1億1,760.5万円】
　　　・障害者雇用推進コーディネーター、職域拡大コーディネーターによる求人開拓、マッチング支援
　　　・県ジョブコーチ派遣、企業内ジョブコーチ養成による職場定着支援
　エ　海外高度人材活躍支援事業費 【R5当初 3,300万円】
　　　・海外合同面接会の開催等による海外高度人材と県内企業のマッチング支援
　オ　定住外国人正社員就労促進事業費 【R5当初 300万円】
　　　・企業と定住外国人双方に対するセミナー開催、アドバイザー派遣による正社員就労支援
　カ　外国人技能者育成支援事業費【R5当初 930万円】
　　　・日本語研修、実技研修等による外国人技能実習生の技能習得、地域共生支援
　キ　定住外国人職業能力開発推進事業費【R5当初 1,020万円】
　　　・職業訓練コーディネーターの配置、定住外国人向け在職者訓練による就労・職場定着支援
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【事業概要】 
１　ポストコロナにおける成長の実現（重点テーマ）

（３）産業人材の確保・育成・リスキリング

　　③ 多様な人材と働く場の環境整備　P.29

【企業誘致を通じた就業拡大】【関連事業費計：65億7,172万円】

　ア　ふじのくにＩＣＴ人材育成事業費（うちＩＣＴ関連産業立地事業費補助金関連）【R5当初 4,600万円】

　　　ＩＣＴ企業の事業所開設を支援
　　　・対象経費：賃借料、人件費、通信費　他　・補助率：1／2、上限額：3,000千円　他、期間：３年間

　イ　ふじのくにＩＣＴ人材育成事業費（うちＩＣＴ企業誘致強化関連） 【R5当初 300万円】

　　　東京事務所、大阪事務所と連携した誘致活動（ICT企業誘致タスクフォースの活動強化）
　　　・ICT企業誘致コンサルトを活用した新規開拓等の実施

　ウ　多彩なライフスタイル創出環境づくり強化事業費（うち進出企業支援助成関連） 【R5当初 3,060万円】
      サービス業等の進出費用に対する助成制度を創設

　　　・補助率：1/2　市町補助金と併せ最大10/10
　　　・対象経費：賃借料（上限300万円）、通信回線使用料（上限60万円）、改修費（上限150万円）

　　　・対象者：情報通信、デザイン、広告、放送、経営コンサルティング、会計等
　　　　　　　　※県内で継続的に１年以上事業を実施することが条件

　エ　新規産業立地事業費助成 【R5当初 51億円】

  オ　地域産業立地事業費助成 【R5当初 13億円】

      ・ふじのくにフロンティア推進区域等内の用地取得は、補助率＋10％

　カ　工業用地安定供給促進事業費助成 【R5当初 5,700万円】

  キ　企業立地促進強化事業費 【R5当初 2,511.7万円】

　ク  実証フィールド調査事業費　【R5当初 1,000万円】

【事業概要】 
２　持続可能な地域経済の実現

（１）国内外市場での競争・成長を目指す取組への支援（スケールアップ型）

　　本県経済を強力に牽引するリーディング産業の育成（先端産業創出プロジェクトの取組深化と連携強化）　P.31

【プロジェクト間の連携による新たな価値の創出】【関連事業費計：１億800万円】　

  ア　ふじのくにＩＣＴ人材育成事業費（うちイノベーション拠点の運営関連）【R5当初 6,050万円】 【再掲】

       大学等と連携したトップレベルＩＣＴ人材育成講座、イノベーション拠点「ＳＨＩＰ」の運営

  イ　産業成長戦略推進事業費（うちオープンイノベーションプラットフォーム関連）【R5当初 1,150万円】【再掲】

　ウ　産業成長戦略推進事業費（うち先端産業創出プロジェクト連携関連）【R5当初 100万円】

  エ　リーディング産業育成事業費助成（うち先端産業創出プロジェクト連携関連）【R5当初 3,500万円】

  

【本県経済を牽引する可能性のある企業への集中支援】

  ア　産業成長戦略推進事業費（うちオープンイノベーション静岡運営関連）【R5当初 867万円】 
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【事業概要】 
２　持続可能な地域経済の実現

（１）国内外市場での競争・成長を目指す取組への支援（スケールアップ型）

　　本県経済を強力に牽引するリーディング産業の育成（ファルマバレー）　P.32

【ファルマバレープロジェクト】【関連事業費計：３億1,770万円】　

　ア　ファルマバレープロジェクト推進事業費 【R5当初 2億3,100万円】

　　　[ものづくりプラットフォーム]

　　   ・医療現場のニーズ探索から販路開拓まで地域企業の医療健康分野への挑戦を伴走支援

　　　[山梨県との連携]

　　　 ・企業マッチング機会の創出支援等による世界展開を視野に入れた医療機器等の開発の促進

　イ　医療田園都市構想推進事業費 【R5当初 2,500万円】

　　　[構想実現のための新たな取組]

　　 　・医療田園都市（メディカルガーデンシティ）構想の推進に向けた市町、企業との連携強化　等

　　　[健康長寿・自立支援プロジェクト]

　 　　・「自立のための３歩の住まい」モデルルームの実装化、機能の具現化に向けた実証事業　等

　　　　　　

　ウ　リーディング産業育成事業費助成（うちファルマバレープロジェクト関連） 【R5当初 3,110万円】

　　　[医療機器産業基盤強化推進事業費助成事業（企業連携型医療機器等開発）]

 　　　・医療機器等開発助成事業費補助金

　　　　　（補助率1/2、対象期間最長２年、限度額500万円、複数年限度額750万円）

　　　[医療機器産業基盤強化推進事業費助成事業（自立支援・介護支援機器等開発開発）]

　　 　・自立支援・介護支援機器等開発助成事業費補助金

　　　　　（補助率1/2、限度額300万円）

　エ　先進医薬普及促進事業費 【R5当初 3,060万円】

　　　 ・治験ネットワーク、倫理委員会の運営、教育研修の実施、臨床研究の支援

 　

【事業概要】 
２　持続可能な地域経済の実現

（１）国内外市場での競争・成長を目指す取組への支援（スケールアップ型）

　　本県経済を強力に牽引するリーディング産業の育成（フーズ・ヘルスケア、フォトンバレー）　P.33

【フーズ・ヘルスケアオープンイノベーションプロジェクト】【関連事業費計：１億7,860万円】　

【フォトンバレープロジェクト】【関連事業費計：１億80万円】　

　ア　フーズ・ヘルスケアプロジェクト推進事業費 【R5当初 1億4,300万円】

　    [食の高付加価値化の推進]

　　　 ・フードテックを活用した高付加価値製品の開発のため、事業計画作成や県外企業とのマッチングを支援

　    [ヘルスケアビジネス創出支援]

　　   ・ヘルスケアビジネスへの参入を増加させるため、ヘルスケア領域の知識習得及びアイデア段階の事業案

         について、確度の高い事業計画となるよう作成を支援

　   

　イ　リーディング産業育成事業費助成（うちフーズ・ヘルスケアオープンイノベーションプロジェクト関連）【R5当初 3,560万円】

　   　[ヘルスケアビジネス創出支援]

　 　  ・ヘルスケアビジネス事業化促進補助金（補助率1/2　限度額①事業可能性調査：200万円 ②実証事業：500万円）

　ア　フォトンバレープロジェクト推進事業費 【R5当初 9,300万円】

　　   産業の基盤技術として重要な光・電子技術分野の活用を推進し、県内産業の競争力を高めるとともに、光・電子

　　 技術関連産業の集積を一層促進するため、県西部地域の産業支援機関、大学、自治体、金融機関等と連携し、研究

     開発、事業化、人材育成等を支援

　　   ・Ａ－ＳＡＰ（県、浜松市　各3,000万円、委託上限500万円）

　　   ・ひかり塾の受講対象者拡大等（他の先端産業プロジェクト支援機関や一般企業向けの開催、内容の高度化）

　　   ・はままつ医工連携拠点負担金（100万円）

　イ　リーディング産業育成事業費助成（うちフォトンバレープロジェクト関連） 【R5当初 780万円】

　    [技術活用支援事業]

   　  ・光・電子活用チャレンジ事業費補助金（補助率1/2、限度額200万円）
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【事業概要】 
２　持続可能な地域経済の実現

（１）国内外市場での競争・成長を目指す取組への支援（スケールアップ型）

　　本県経済を強力に牽引するリーディング産業の育成（次世代自動車、航空宇宙産業）　P.34

【自動車産業の電動化・デジタル化】【関連事業費計：２億1,940万円】　

【航空宇宙産業への参入支援】

　ア　ＥＶ・自動運転化等技術革新対応促進事業費（うち支援ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ構築関連）【R5当初 6,700万円】 【再掲】

　イ　ＥＶ・自動運転化等技術革新対応促進事業費（うちデジタルものづくり関連）【R5当初 4,150万円】 【再掲】

　ウ　リーディング産業育成事業費助成（うちＥＶ関連）【R5当初 １億1,090万円】

 　　[次世代自動車センター事業概要]

      ・次世代自動車対応支援事業：技術動向講演会、固有技術探索活動、ＥＶ車両分解活動、

　　　　部品ベンチマーク活動、次世代自動車部品試作実習 等

      ・カーボンニュートラル対応支援事業：カーボンニュートラル講演会、ＣＯ２削減工法開発　等

      ・デジタルものづくり対応支援事業：サイバーセキュリティ対応ワークショップ、モデルベース開発講座　等

      ・サプライチェーン基盤強化支援事業：小規模企業対象の生産性向上、生産プロセス改善講座　等    

・浜松工業技術支援センターに設計シミュレーションソフトを整備し、中小企業のデジタル化を推進

・既存機器及び浜工技の研究員の技術指導を活用した企画・設計から成形加工、評価計測まで一貫した支援に
  より、中小企業の軽量化部品等の高付加価値部品の開発や提案力を強化

　ア　静岡型航空産業育成事業費助成　【R5当初 7,000万円】
　   　・次世代エアモビリティ実証実験：500万円を上限に、県内での実証実験を公募し、委託事業を実施

　　   ・設備投資助成（補助率1/2、上限額1,500万円）

 　　  ・高度人材育成助成（補助率1/2、上限額100万円）

　 　  ・認証取得助成（補助率1/2、上限額 Nadcap 500万円 JIS Q 9100 300万円）

　 　  ・共同受注体「ＳＯＬＡＥ」：航空宇宙ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰによる販路開拓や技術相談、設備投資や人材育成を支援

・次世代自動車分野における新技術や新製品の実用化を目的とした研究開発等に取り組む中小企業に助成

　研 究 開 発：補助率2/3、上限10,000千円（２年　20,000千円）等
　事　業　化：補助率1/2、上限15,000千円（２年　22,500千円）
　試作品開発：補助率1/2、上限3,000千円

【事業概要】 
２　持続可能な地域経済の実現

（１）国内外市場での競争・成長を目指す取組への支援（スケールアップ型）

　　本県経済を強力に牽引するリーディング産業の育成（CNF）　P.35

【ふじのくにCNFプロジェクト】【関連事業費計：8,150万円】　

　ア　ふじのくにＣＮＦプロジェクト推進事業費　【R5当初 7,250万円】 【再掲】

　　　富士工業技術支援センター内に設置した「ふじのくにＣＮＦ研究開発センター」を拠点として、県工業技術研究所

　　や静岡大学、地域企業等との産学官連携による研究開発を推進することにより、ＣＮＦ関連産業を創出及び集積

　  　・静岡大学の「ふじのくにＣＮＦ寄附講座」を通じて研究開発と人材育成を推進

　　　・循環型経済におけるＣＮＦ活用の具現化に向けたビジネスモデルを検討する「ＣＮＦ活用資源循環研究会」を開催

　　　・Ｒ４年度のＣＮＦ活用資源循環研究会の報告を受け、自動車部品に求められる物性を確保するとともに、

　　　　リサイクル可能なＣＮＦ複合樹脂を活用した部品の試作等の実証研究を実施

　　　・ＣＮＦの第一人者である磯貝東京大学特別教授と連携した産業人材育成のためのセミナーを開催

　　　・企業間、大学、研究機関等とのマッチングを担うコーディネーター３名を富士工業技術支援センター等に配置
　　　・東アジア文化都市の協働プログラムとして、海外の著名な研究者や先進的なビジネスを進める企業等が参加する

　　　　国際シンポジウム・展示会を富士市内で初めて開催
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【事業概要】 
２　持続可能な地域経済の実現

（１）国内外市場での競争・成長を目指す取組への支援（スケールアップ型）

　　　本県経済を強力に牽引するリーディング産業の育成（AOI、ChaOI）　P.36

【AOIプロジェクト】【関連事業費計：４億7,763万円】

【ChaOIプロジェクト】【関連事業費計：７億570万円】

      環境と経済が両立する持続可能な農業を実現するため、環境負荷低減と生産性・収益性向上の両立に資する技術等  
    の研究開発などに取り組み、農業現場への普及・展開を推進

　ア　先端農業プロジェクト推進事業費 【R5当初 １億9,500万円】
　　  ・革新的研究開発等の促進
　　  ・オープンイノベーションプラットフォーム運営支援　対象：一般財団法人アグリオープンイノベーション機構
　　  ・シンガポール共和国テマセク工科大学等との連携協力
　　  ・農業分野におけるＩＣＴ人材の育成　ほか
　イ　次世代栽培研究拠点研究費 【R5当初 3,890万円】
　　  農林技術研究所による革新的栽培技術の開発
　ウ　次世代施設園芸デジタル化支援事業費助成 【R5当初 2,400万円】
　　  ・園芸施設管理を自動化・省力化する複合環境制御装置整備助成（補助率1/3以内、限度額1,000千円/台）
      ・生産者や普及員を対象とした環境データ活用技術の習得支援勉強会の開催

　エ　スマート農業実装化支援事業費 【R5当初 6,700万円】
　オ　先端農業推進拠点庁舎管理費 【R5当初 8,360万円】
　カ　次世代栽培研究拠点管理運営費 【R5当初 143万円】
　キ　リーディング産業育成事業費助成（うちＡＯＩプロジェクト関連） 【R5当初6,770万円】
　　  オープンイノベーション型事業化促進事業（SDGs貢献型）
　　  ・環境負荷低減と生産性・収益性向上の両立に資する事業化に対する助成（補助率1/2、限度額1,000万円）

　 

　ア　ChaOIプロジェクト推進事業費 【R5当初 １億5,930万円】
　　　ChaOIフォーラムの運営、輸出に向けた有機茶栽培等の支援

　イ　農林技術研究所茶業研究センター施設整備事業費 【R5当初 ４億9,300万円】
　　　ChaOIプロジェクトの研究開発拠点であるChaOI-PARCとして必要な機能を備えた茶業研究センターの整備

　ウ　リーディング産業育成事業費助成（うちChaOIプロジェクト関連） 【R5当初 4,850万円】
　　　新たな需要開拓に向けた新商品開発、販路開拓、複合作物の導入に対する助成

　エ　農林畜産技術研究所庁舎管理費（うちChaOIファクトリー関連） 【R5当初 490万円】
　　　新商品開発研究施設（ＣｈａＯＩファクトリー）の運営

【事業概要】 
２　持続可能な地域経済の実現

（１）国内外市場での競争・成長を目指す取組への支援（スケールアップ型）

　　本県経済を強力に牽引するリーディング産業の育成（FAOI、MaOI）　P.37

【FAOIプロジェクト】【関連事業費計：１億3,640万円】　

　ア　ＦＡＯＩプロジェクト推進事業費 【R5当初 １億1,000万円】

　 　　森林管理や林業活動の効率化のための森林のデジタル情報基盤の整備、林業活動の生産性や安全性を向上させる

　　ための先端技術の現場実装を促進

　　　（森林のデジタル情報基盤の整備）

　　　・森林クラウドのサブシステム機能構築による森林管理の効率化、航空レーザ解析による高精度森林情報の取得、

　　　　市町による高精度森林情報取得への支援（補助率：定額）

　　　（先端技術の現場実装）

　　　・デジタル林業戦略拠点における先端技術のフル活用の推進、先端技術の活用による業務改善等の取組支援
　　　　補助率：1/2以内

　　　（先端技術を活用した造林・育林）

　　　・造林施業等の低コスト化の実証支援（補助率：定額）、再造林と一体的に整備する獣害対策の低コスト化の取組
　　　　支援　　補助率：1/2

　　　（ふじのくに森林・林業イノベーションフォーラム運営）

　　　・先端技術の情報共有、先端技術と現場課題のマッチング、現場実装に向けた実証を進めるフォーラムの運営

　　　・フォーラムへの参画促進、マッチングや実証を支援する先端技術コーディネートの設置

　イ　森林・林業再生事業費 【R5当初 2,640万円】

　　　市町・林業経営体との情報共有体制の強化や、森林・林業行政事務の効率化を推進

　　　・森林クラウドシステムのうち、森林経営計画管理機能等の本県業務に対応させる改良、公開用機能の実装
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【事業概要】 
２　持続可能な地域経済の実現

（１）国内外市場での競争・成長を目指す取組への支援（スケールアップ型）

　　本県経済を強力に牽引するリーディング産業の育成（FAOI、MaOI）　P.37

【MaOIプロジェクト】【関連事業費計：３億7,750万円】　

　ア　マリンバイオ産業振興事業費（うち拠点形成関連） 【R5当初 ２億3,189万円】 【再掲】

　　　・会員ネットワーク組織「ＭａＯＩフォーラム」の運営

　　　　（セミナー等の開催、情報発信、ブルーエコノミー研究会　ほか）

　  　・プロジェクト推進機関「ＭａＯＩ機構」の運営

　　　　（コーディネーター、プロデューサー（研究員）等の人件費、活動費　ほか）

　　　・駿河湾等の海洋のデータを蓄積・活用するデータプラットフォーム「ＢＩＳＨＯＰ」の整備・発展

　　　　① 他機関とのデータ連携基盤、連携フロー整備 
　　　　② ニーズ調査、社会課題整理 
　　　　③ データ利活用方策検討　　等 

　イ　マリンバイオ産業振興事業費（うち研究開発支援関連） 【R5当初 6,261万円】

　　　本県独自のシーズ創出のための研究開発（委託／水技研直営）

　　　・内浦湾の環境モニタリングによるマアジのへい死メカニズムの解析（慶應義塾大学、水技研 等）　ほか

　　　ＭａＯＩ機構コーディネーター等による支援 

　ウ　リーディング産業育成事業費助成（うちMaOIプロジェクト関連） 【R5当初 5,950万円】　　

　　　事業化を目指す企業等のコンソーシアムへの助成（補助率：1/2 、限度額：1,500万円）

　　　・海洋性ペプチドによる機能性表示食品の開発（焼津水産化学工業(株)、UMIウェルネス(株) ） ほか

　　　海洋調査の基盤となる工学系・情報系の技術開発への助成（補助率：2/3 、限度額：1,000万円）

　　　・海水からのマグネシウム・カルシウム回収とCO₂固定化（アンヴァール(株)、静岡大学 等）

　　　・海底の精細な画像マップを生成する超小型AUVとデータ解析システムの開発（(株)FullDepth、東海大学 等）

　　　ＭａＯＩ－ＦＳ（可能性調査助成） 

　エ　マリンバイオ産業振興事業費（うち美しく豊かな静岡の海を未来につなぐ会関連）【R5当初 2,350万円】

　　　　静岡の海を未来に引き継いでいくため、「静岡県美しく豊かな海保全基金」を創設。企業版ふるさと納税や

　　　寄付を募り、「美しく豊かな静岡の海を未来につなぐ会」をはじめ、海に関する実践活動を行う団体の支援や、

　　　海洋環境、水産資源の保全・回復に資する研究開発に活用

　

【事業概要】 
２　持続可能な地域経済の実現

（１）国内外市場での競争・成長を目指す取組への支援（スケールアップ型）

　　本県経済を強力に牽引するリーディング産業の育成（観光）　P.38

【デジタルの力を活用した魅力ある観光地域づくり】【関連事業費計：１億3,500万円】　

　ア　観光情報プラットフォーム活用事業費 【R5当初 7,000万円】【再掲】

　　　旅行者の利便性向上や旅行商品開発促進のため、観光情報や旅行者の属性等を収集し、利活用できる観光デジタル

　　情報プラットフォームを運用・活用

　　　・観光DX推進のための新たな技術の導入

　　　・県内市町等に対して、データサイエンティストによる観光事業施策に関するコンサルティングを実施

　イ　観光デジタル化推進事業費 【R5当初 6,500万円】【再掲】

　　　観光アプリTIPSを活用した旅行者の県内周遊を促進

　　　・地域通貨機能を活用した県内周遊促進イベントの実施

　　　・プラットフォームのデータを利用したサービスを提供する観光アプリ等の開発を支援

　　　　（補助率1/3、上限額200万円）
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【事業概要】 
２　持続可能な地域経済の実現

（１）国内外市場での競争・成長を目指す取組への支援（スケールアップ型）

　　企業誘致・定着の促進　P.39

【ターゲットを絞った企業誘致活動】【関連事業費計：64億9,212万円】　

  ア　新規産業立地事業費助成 【R5当初 51億円】【再掲】

  イ　地域産業立地事業費助成 【R5当初 13億円】【再掲】

      ふじのくにフロンティア推進区域等内の用地取得は、補助率＋10％

  

　ウ　工業用地安定供給促進事業費助成 【R5当初 5,700万円】【再掲】

　

　エ　企業立地促進強化事業費 【R5当初 2,511.7万円】【再掲】

　 

　オ  実証フィールド調査事業費　【R5当初 1,000万円】【再掲】

　ア　ふじのくにＩＣＴ人材育成事業費（うちＩＣＴ関連産業立地事業費補助金関連）【R5当初 4,600万円】【再掲】
　    ＩＣＴ企業の事業所開設を支援
　    ・対象経費：賃借料、人件費、回線料　他   ・補助率：1／2、上限額：3,000千円　他、期間：３年間

  イ　ふじのくにＩＣＴ人材育成事業費（うちＩＣＴ企業誘致強化関連）【R5当初 300万円】【再掲】
　    東京事務所、県内市町と連携した誘致活動（ＩＣＴ企業誘致タスクフォースの活動強化）
　　　・ＩＣＴ企業誘致コンサルタントを活用した新規開拓等の実施

【ICT企業誘致】【関連事業費計：4,900万円】　

【地域未来投資促進法の活用促進】

  ア　産業成長戦略推進事業費（うち地域未来投資促進法関連）【R5当初 350万円】 
　　　・地域経済牽引事業計画を作成する企業の掘り起こし及び計画作成支援

　　　・計画承認企業の計画実行段階での支援

  

【事業概要】 
２　持続可能な地域経済の実現

（２）地域経済における持続的成長を目指す取組への支援（パワーアップ型）

　　中小企業の付加価値向上と地域課題への取組推進（中小企業の経営力の向上）　P.41

【新たな事業展開・経営革新への取組支援】【関連事業費計：４億7,061万円】　

【伴走支援体制の強化】

【サービス産業の生産性向上】

　ア　サービス産業活性化支援事業費【R5当初 632万円】　

　　  サービス産業の労働生産性向上を支援

　　  ・優良事例の創出

　　  ・生産性向上に効果的かつ再現性の高い手法の導入手順を紹介

　　  ・優良事例の横展開（セミナー開催等　商工団体との連携による事例普及）

　イ　経営革新計画促進事業費助成 【R5当初 ２億5,000万円】

　 　　・経営革新計画の承認を受けた中小企業者等が計画の実現のために行う新商品の開発、生産性向上の取組等を支援

　　　 　補助率：1/2 、　補助上限額：新商品等開発（500万円）、販路開拓（200万円）、生産性向上（150万円）

　

　 　ウ　中小企業向制度融資促進費助成（うち「経営革新等貸付」関連）【R5当初 2,060.9万円】（融資枠：150億円）
　　　・経営革新計画や先端設備等導入計画等の実現に要する資金
   　 ・利子補給率：0.47％以内　　・融資限度額：１億６千万円
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　ア　中小企業等新事業展開促進事業費助成 【R5当初 ２億円】

　 　　・新事業への展開を支援するため、デジタル化に限らない、幅広い新事業展開を支援

　　 　　補助率：2/3 、　補助上限額：300万円

　

　 

　ア　中小企業等専門家派遣事業費 【R5当初 7,770万円】

　　　産業振興財団、商工会・商工会議所、中小企業団体中央会が窓口となり、各分野の専門家を派遣

　　　・派遣報酬等県負担：2/3以内

　　　・派遣回数 ： R4（見込）：2525回　R5（計画）：2,805回

　 



【事業概要】 
２　持続可能な地域経済の実現

（２）地域経済における持続的成長を目指す取組への支援（パワーアップ型）

　　中小企業の付加価値向上と地域課題への取組推進（中小企業の経営力の向上）　P.42

【デザイン活用の推進】

【地場産品の魅力発信】

【デジタルを活用した魅力ある個店づくり推進】【関連事業費計：840万円】　

　ア　デザイン活用推進事業費 【R5当初 1,370万円】
　  　 「グッドデザインしずおか」の30回記念を契機に、県内中小企業のデザイン活用をより一層推進
　　  ・「グッドデザインしずおか」選定品や受賞企業の情報発信を強化　
　　  ・デザイン支援を希望する県内中小企業とデザイナーとのマッチング会の開催　等

　

　 

　ア　地場産品魅力発信事業費 【R5当初 800万円】
　   　地場産業の生産者が行う情報発信等の支援や外国人観光客向けに情報発信
　　  ・静岡ホビーショー小中高校生招待日の開催支援
　  　・外国人観光客向けに地場産業及び伝統工芸品の魅力をＰＲ　等

　

　 　ア　魅力ある個店づくり推進事業費 【R5当初 780万円】

　 　  地域とともに歩み良質な商品、環境、サービス等を提供するふじのくに魅力ある個店を支援

　  　・個店ウェブサイトによる情報発信の強化　

　  　・個店制度の周知を推進

　イ　店舗のデジタル化サポート事業費 【R5当初 60万円】

　   　中小・小規模事業者を対象に、デジタルの導入と活用を促進

　　  ・デジタル化に向けたセミナー・個別相談会の開催

　 

【事業概要】 
２　持続可能な地域経済の実現

（２）地域経済における持続的成長を目指す取組への支援（パワーアップ型）

　　中小企業の付加価値向上と地域課題への取組推進（ビジネスの手法を用いた地域課題の解決）　P.43

【地域密着型創業の支援】

【商店街の空き店舗活用支援】

　ア　地域創業支援事業費助成【R5当初 １億400万円】

　　　県全体の創業環境の向上を図るため、市町創業支援等事業計画に基づく取組等をサポート

　　　・補助先：（公財）静岡県産業振興財団

　　　  地域の社会的課題解決を目的とした起業者に対し、起業に必要な経費の一部を助成、伴走支援

　ア　地域商業機能複合化推進事業費助成 【R5当初 450万円】

　　　国、市町と連携し、商店街等が行う空き店舗を活用し、新たな需要を創出する取組を支援

　　　・補助対象者：市町（政令市を除く）

　　　・補助率：ハード事業5/8以内（国1/2、県1/8）

　　　　　　　　ソフト事業3/4以内（国2/3、県1/12）
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【事業概要】 
２　持続可能な地域経済の実現

（２）地域経済における持続的成長を目指す取組への支援（パワーアップ型）

　　中小企業の付加価値向上と地域課題への取組推進（中小企業の収益力改善と事業再生の支援）　P.44

【事業承継への支援】【関連事業費計：3,050万円】

【BCPの普及促進】

【経営安定化に向けた資金繰り支援】【関連事業費計：9,020万円】

　ア　ＢＣＰ緊急普及促進事業費助成 【R5当初 740万円】
      県の事業継続計画モデルプラン改訂・活用して、セミナーや個別相談会等を実施し、リスクファイナンスの導入や
　　感染症やサイバー犯罪にも対応したＢＣＰ策定を促進
　    ・ＢＣＰモデルプランの改訂、県内4地域での実践的な策定セミナー開催、商工会議所等と連携した個別相談会開催（50回）

　ア　事業承継推進事業費 【R5当初 1,500万円】

　　　コロナ禍の影響の長期化や急激な物価高騰の影響により、取組の一層の加速化が求められる中、Ｒ５年度におい
　　ては、事業承継推進月間でのフォーラムの開催等、集中的な啓発活動を実施するとともに、廃業の動きが表面化し
　　にくい小規模企業や個人事業主について、商工団体等と連携して、重点的な支援を実施
　イ　中小企業向制度融資促進費助成（うち「事業承継資金」関連） 【R5当初 549.7万円】（融資枠：40億円） 
　　  円滑な事業承継を支援するための資金　
　　  ・融資限度額：２億８千万円　　・融資期間：運転資金10年以内　設備資金15年以内　借換資金10年以内
　　  ・融資利率：1.60％以内　　
　ウ　中小企業保証支援事業費助成（うち事業承継促進保証支援事業関連）【R5当初 1,000万円】
　　  ・事業承継時の経営者保証の解除を目的とした国の信用保証制度に対する保証料補助制度を継続（保証料率の0.2％）
　　  ・事業承継ネットワーク及び事業引継ぎ・支援センター等と連携した制度の利用普及

　ア　中小企業向制度融資促進費助成（うち新型コロナウイルス感染症関連３資金関連） 【R5当初 8,040.2万円】
　　　（融資枠：500億円） 
　　  ・新型コロナウイルス感染症の影響を受けた事業者等を支援するための資金　　

　　 

　イ　中小企業向制度融資促進費助成（うち経済変動対策貸付（原油・原材料高対応枠）関連）【R5当初 979.4万円】
　（融資枠：50億円）

　　  ・原油、原材料価格高騰の影響を受けた事業者を支援するための資金
      ・融資限度額：５千万円　　・融資期間：10年以内
　　  ・融資利率：1.40％

資金名 経済変動対策貸付（コロナ枠） 新型コロナ対応伴走支援特別貸付 再生企業支援貸付（コロナ枠）

融資限度額 ８千万円 １億円 ８千万円

融資期間 10年以内 10年以内 15年以内

融資利率 1.30％又は1.40％ 1.50％又は1.60％ 1.50％又は1.60％

【事業概要】 
２　持続可能な地域経済の実現

（２）地域経済における持続的成長を目指す取組への支援（パワーアップ型）

　　域内での消費拡大と域外需要の取り込み（「ふじのくにマーケティング戦略」の推進）　P.45

【首都圏への販路開拓と流通体制の構築】

【「バイ・山の洲」の取組推進による生産と消費の好循環の創出】　

【需要に応じた生産・商品開発の推進】

【「山の洲」における県産水産物の販路拡大】

　ア　農芸品供給拡大緊急対策事業費（うち実証試験関連）【R5当初 500万円】
　　　［ブランド価値向上と販売促進］
　　　・新たな首都圏量販店の開拓に向けた高精度の出荷情報活用と直送の実証試験、レタス生育予測アプリの活用に

　　　　よる他産地との差別化、実証試験の取組による県産レタスの「安定出荷」と「高鮮度・高品質」

　ア　新たな地域経済圏における販路開拓事業費 【R5当初 5,500万円】
　　　４県連携による強みを活かした個人消費の喚起
　　　・直売会、物産展等による各県産品の相互販売
　　　　　　静岡県：茶・みかん・いちご　等、山梨県：さくらんぼ・もも・すもも・シャインマスカット　等

　　　　　　長野県：りんご　等、新潟県：西洋なし　等
　　　山の洲の量販店への県産品販路拡大
　　　・山の洲の量販店（地場スーパーマーケット）での静岡フェアの継続的な開催、県産品の定番商品化

　　　デジタルを活用した域内販路拡大
　　　・「バイ・シズオカ　オンラインカタログ」を活用したオンライン商談会、テスト販売の通年

　 

23

　ア　新たな流通体制の構築による水産物の魅力向上事業費（うち山の洲流通実証関連） 【R5当初 100万円】

　　　・広域経済圏「山の洲」は、本県のブランド力や産地としての優位性を発揮できる新たなマーケット

　　　・「山の洲」域内において構築した鮮魚等の高鮮度流通システムの定着、民間事業者の取引促進に向けて
　　　　需要先への継続的な商品提案や商談のフォローアップ等、伴走支援を実施
　　　・山梨、長野、新潟３県において、官民連携のセールスプロモーションにより新規需要先を開拓

　ア　県産品国内販路開拓支援事業費 （うち県産品のブランド価値向上の取組関連）【R５当初 1,388万円】

　　　「しずおか食セレクション」の愛称「頂」
　　　 ・ロゴマークを活用した県産品のブランド化、販路開拓 
 　  　・首都圏の中高級スーパーでの静岡フェアを通じた県産品の認知度向上と販売周年化

　   　・コンビニと連携した「頂」ロゴを活用した新商品開発（若者層等向け価値向上）



【事業概要】 
２　持続可能な地域経済の実現

（２）地域経済における持続的成長を目指す取組への支援（パワーアップ型）

　　域内での消費拡大と域外需要の取り込み（「ふじのくにマーケティング戦略」の推進）　P.46

【マーケットインによる「輸出産地」の形成】【関連事業費計：３億2,342万円】

【輸出物流拠点化・輸出支援体制の強化】【関連事業費計：1,550万円】

　ア　県産品輸出促進事業費（うち清水港の輸出拠点化関連以外） 【R5当初 2億9,032万円】

　　  海外のニーズや規制に対応した輸出に取り組む事業者を支援

　　  ・国事業により輸出先国の規制等に対応するための施設整備を支援　

　　  ・国事業により輸出に対応した産地づくりを支援　等

　イ　県産品輸出促進機能形成事業費（うち清水港の輸出拠点化関連以外） 【R5当初 3,310万円】

　　  輸出拡大に向け、海外への商流・物流を構築

　　  ・海外の大規模店舗と連携した商流の構築

　　  ・山の洲の産品を清水港から輸出する仕組みを構築　

　　  ・オンライン販売による輸出挑戦を支援　等

　　

　 

　ア　県産品輸出促進機能形成事業費（うち清水港の輸出拠点化関連） 【R5当初 500万円】

　   　・輸出の専門家である「ふじのくに通商エキスパート」を県海外駐在員事務所に配置　

　イ　県産品輸出促進事業費（うち清水港の輸出拠点化関連） 【R5当初 1,050万円】

　   　輸出拡大に向け、海外への商流・物流を構築

　　  ・清水港からの山の洲産品輸出

　　

　 

【事業概要】 
２　持続可能な地域経済の実現

（２）地域経済における持続的成長を目指す取組への支援（パワーアップ型）

　　域内での消費拡大と域外需要の取り込み（多様な生活様式を踏まえた消費の拡大）　P.47

【豊かで広い暮らし空間の実現】【関連事業費計：１億2,810万円】　

【住宅や店舗への県産木材の活用】

【「静岡の家具」の振興】

　ア　ふじのくにライフスタイル創出住宅リフォーム事業費助成 【R5当初 １億円】
　　　テレワークスペースを確保するための改修経費への助成 
　　　・補助率1／2　上限額350千円 
　イ　空き家活用促進事業費 【R5当初 1,339.7万円】
　   　自然豊かで生活空間にゆとりのある空き家を有効活用することにより、県民に豊かで広い暮らし空間を提供 
　　　・ふじのくに空き家バンクによる空き家情報の発信、及びバンク登録空き家の建物状況調査（インスペクション）
　　　　や空き家への移転費用の一部を支援 、空き家所有者に対するワンストップ相談会　ほか
　ウ　豊かな暮らし空間創生事業費 【R5当初 1,170万円】
　　　生活と自然が調和する住まいづくり・まちづくりの普及や地域コミュニティの形成、景観に配慮した住環境の
　　整備により豊かで広い住宅地を形成 
　　　・「豊かな暮らし空間創生住宅地」の認定、情報発信等、安全で美しいいえなみ整備 　ほか 
  エ　「プラスＯの住まい」推進事業費 【R5当初 300万円】
　　　「プラスＯの住まい」の県内外への普及・啓発
　　

　ア　「静岡の家具」認知度向上推進事業費 【R5当初 400万円】
　 　　業界と連携して「静岡の家具」をブランディング
　　　・家具産業振興方針を策定及び「静岡の家具」認定制度の創設
　　　・認定制度や認定商品の情報発信
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　ア　住んでよししずおか木の家推進事業費助成 【R5当初 ２億円】
　　　・品質の確かな県産材製品(しずおか優良木材等)を使用した、住宅の新・増改築、リフォームへの助成
　　　 （助成額）新・増改築は県産材製品使用量(４ｍ３以上)に応じて助成（上限30万円）
　　　　　　　　 リフォームは県産材製品使用面積(10ｍ２以上)に応じて助成（上限14万円）
　　　・品質の確かな県産材製品(JAS製品、しずおか優良木材等)を使用した、非住宅建築物の木造化・木質化への助成
　　 　（助成額）木造化は県産材製品使用量(10ｍ３以上)に応じて助成（上限30万円）
　　　　　　　　 木質化は県産材製品使用面積(20ｍ２以上)に応じて助成（上限14万円）



【事業概要】 
２　持続可能な地域経済の実現

（２）地域経済における持続的成長を目指す取組への支援（パワーアップ型）

　　地域の魅力を活かしたブランド力強化（しずおか感動体験ツーリズムの確立）　P.48

【ガストロノミーツーリズムの推進】

【歴史・文化資源を活かした誘客促進】

　ア　歴史・文化資源を活用した広域連携事業費【R5当初　１億1,800万円】

　　　２年連続で本県を舞台とした大河ドラマが放送される好機を活かし、この機を一過性にせず、県内の歴史・文化

　　資源を活用した観光地域づくりを推進

　  　・「知る・深める」　　歴史・文化資源の紹介動画の作成、文化財等を体感する機会の提供

　  　・「守る・つなげる」　民俗文化伝承アドバイザーの派遣等

　  　・「売り込み・誘う」　県内歴史・文化資源の一体的発信、愛知県・岐阜県と連携した広域周遊の促進等

　ア　ガストロノミーツーリズム推進事業費【R5当初　6,000万円】

　    本県最大の魅力である「食材の王国」を活かしたガストロノミーツーリズムを推進

　　  ・推進協議会の設立

　　  ・コーディネーターの配置及び情報発信

　  　・ガストロノミーツーリズムフォーラムの開催（東アジア文化都市関連事業）

　　 

【事業概要】 
２　持続可能な地域経済の実現

（２）地域経済における持続的成長を目指す取組への支援（パワーアップ型）

　　地域の魅力を活かしたブランド力強化（しずおか感動体験ツーリズムの確立）　P.49

【本格化するインバウンド需要の取り込み】【関連事業費計：２億1,450万円】

【安全・安心な旅行の提供】【関連事業費計：１億2,700万円】

　ア　インバウンド推進事業費【R5当初　１億500万円】
　　　本格化する訪日旅行需要の取り込みを図るため、静岡ツーリズムビューローや駐在員事務所等と連携し、取組を強化
　　  ・本県に宿泊する訪日旅行商品を販売する東アジア地域の海外旅行会社への支援（宿泊１名当たり最大7,000円助成）

　　  ・SNSを活用し、東アジア地域を中心とした個人旅行者向けの情報発信力の強化
　　  ・訪日旅行を企画するランドオペレーターへの営業強化

　イ　教育旅行推進事業費（うちインバウンド関連）【R5当初　2,900万円】
　　　本県の強みを活かしたプログラムの充実、営業活動の強化を図り、新たな需要の獲得を図る
　　  ・訪日教育旅行プログラムの作成

　　  ・東アジア地域を中心とした現地説明会、プロモーション等による誘致促進
　ウ　駿河湾フェリー利活用促進事業（うちインバウンド関連）【R5当初　1,000万円】

　　　インバウンド需要の拡大を踏まえ、駿河湾フェリーを活用した本県の魅力発信や環駿河湾地域の周遊を促進
　　  ・海外インターネット旅行サイトを活用した誘客促進、団体旅行獲得に向けた営業活動、Webを活用した広報
　エ　歴史・文化資源を活用した広域連携事業費（うちインバウンド関連）【R5当初　1,750万円】【再掲】

　　　２年連続で本県を舞台とした大河ドラマの放送を契機に、県内の歴史・文化資源を活用した観光地域づくりを推進
　　  ・「売り込み・誘う」　サムライをテーマとするインバウンド誘客の促進

　オ　誘客推進事業費助成（うち海外誘客関係）【R5当初　5,300万円】

　　　静岡ツーリズムビューローの活動を支援
　  　・メディアを通じた情報発信、オンラインセミナーの開催

　　  ・現地観光展、商談会への出展

　ア　県内宿泊旅行等促進事業費（うち安全・安心認証関連）【R5当初　1,000万円】

　　　安全安心な旅行提供に向け、宿泊施設における感染防止対策を徹底
　イ　県内宿泊旅行等促進事業費（うち旅行促進関連）【R5当初　１億1,700万円】
　　　観光産業の本格的な回復を図るため、旅行需要等の動向を踏まえた機動的な需要喚起当の展開

　　　・本県の魅力を活かした旅行需要の喚起（宿泊、日帰り旅行への助成）、感染対策を徹底した団体旅行への助成
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【事業概要】 
２　持続可能な地域経済の実現

（２）地域経済における持続的成長を目指す取組への支援（パワーアップ型）

　　地域の魅力を活かしたブランド力強化（地域資源を活用した新たなモデル構築）　P.50

【「食材の王国」の魅力活用】【関連事業費計：6,897万円】　

【美しく活力のある農村の創造】

　ア　「食の都」づくり推進事業費 【R5当初 6,350万円】

　 　  地域の魅力を活かしたブランド強化による来訪促進を図るため、人材育成や食文化等の情報発信等を支援

　　  ・世界に誇るしずおか食関連データの集積（食の都ポータルサイト）

　　  ・県産食材の魅力体験（フェアの実施）

　  　・仕事人、生産者と連携した食の都の授業

　  　・大学と連携したガストロノミーツーリズムを担う人材の育成

　  　・地域食材のマッチング等地域コンテンツづくりの支援

　  　・SDGｓ料理店認証制度の推進

　  　・食の多様化アドバイザー派遣

　イ　農山漁村発イノベーション推進事業費（うち付加価値向上等支援関連） 【R5当初 547万円】

　   　多彩で高品質な農芸品の付加価値向上を通じて農林漁業者の所得向上、農山漁村の活性化を支援

　　  ・高付加価値化支援（セレクション等受賞商品の販売支援）

　　  ・販路開拓支援（首都圏展示会への出展支援）

　 
　ア　ふじのくに美しく品格のある邑づくり推進事業費
      （うち農村サステナブルフォーラム、農村連携促進支援関連） 【R5当初 900万円】

 　  ［農村・都市マッチング支援プラットフォームの構築］

　　    ・むらサポに農村と都市住民、企業等の多様なニーズを見える化するサイト機能を拡充　

　　    ・「地域づくりコーディネーター」を登録し、邑の取組をサポートする体制を構築

　　    ・首都圏若年層の利用が高い農村支援民間サイトを活用する邑を支援

【事業概要】 
２　持続可能な地域経済の実現

（２）地域経済における持続的成長を目指す取組への支援（パワーアップ型）

　　地域の魅力を活かしたブランド力強化（地域資源を活用した新たなモデル構築）　P.51

【伊豆ヘルスケア温泉イノベーション（ICOI）プロジェクト】

ア　伊豆ヘルスケア温泉イノベーション推進事業費　【R5当初 1億円】

　　  全国でも有数の温泉地である伊豆半島の温泉を核とし、ジオパークに代表される自然や歴史・文化・食などの

    地域資源、スポーツ科学などの知見を組み合わせ、官民が一体となって伊豆地域に適した新たなヘルスケアサービス

    等を創出

　   [実証実験]

  ・温泉と食・運動等を組み合わせた新たなヘルスケアプログラムを開発し、モニターによる実証実験を実施

  ・生体データの測定等によりプログラムの健康増進効果を確認、データに基づいたヘルスケアサービスを構築、

    ビジネスモデルの地域内での横展開を図る

     [地域の取組促進]

  ・市町及び民間事業者が行う温泉を活用したヘルスケアサービスの事業化に向けた取組等を支援

  　（補助率1/2、限度額100万円）

     [プラットフォーム構築]

  ・産学官金のコーディネート機能強化、事業成果の共有等に向けたプラットフォーム機能の構築

  ・温泉研究の知見を集積する研究拠点のあり方を検討　

  ・温泉文化を発信するため東アジア文化都市と連携した「東アジア温泉地サミット」を開催

     [人材育成]

  ・ふじのくに地域・大学コンソーシアム及び静岡県立大学と連携し、温泉を中心とした伊豆の地域資源を学習する
  　短期講座を「ふじのくに学」の単位互換授業として実施
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